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授業概要、授業概要、授業概要、授業概要、
方針、履修方針、履修方針、履修方針、履修
上の注意上の注意上の注意上の注意

流体運動を理論的に取り扱う「流体力学」について学ぶ。主に粘性流体、翼周りの流れ、圧縮性流体の
流れを取り上げる。また、物体の抗力・揚力、理想流体、数値流体力学の主要な計算方法および流れの
可視化についても取り扱う。
本講義は、本科4年生で受講した「流体工学」で学んだ知識を基礎としているので、よく復習して受講する
ことが求められる。また、数値流体力学を学ぶ際には、プログラミングの知識を必要とするので、これに
ついても復習することが求められる。

教科書・教科書・教科書・教科書・
教材教材教材教材

新編  流体の力学(養賢堂)
参考図書：演習水力学(森北出版)、流れの可視化ハンドブック(朝倉書店)、数値流体力学ハンドブック
(丸善)、空気力学入門（丸善出版）、圧縮性流体の力学（理工学社）

主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲 ② 5
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社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0000

応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合） ①②③ 20 5

100100100100
基礎的理解基礎的理解基礎的理解基礎的理解 ①②③ 60 10 70707070

評価項目評価項目評価項目評価項目 80 0 20 0

与えられている
情報をすべて理
解し、問題に応じ
て、必要な値及
び式を選択でき、
的確に答えを導く
ことができる。

与えられた情報
の中から、問題
解決に必要な情
報を抽出し、答え
を導くことができ
る。

与えられた情報
を利用して、答え
を導くことができ
る。

本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科
教育目標教育目標教育目標教育目標

＜本科教育目標＞
(3)専門知識を基にした応用力を持ち、自ら成長できる人材を育成する

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合
目標との関連目標との関連目標との関連目標との関連 定期試験定期試験定期試験定期試験 小テスト小テスト小テスト小テスト レポートレポートレポートレポート

その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・

発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物 総合評価総合評価総合評価総合評価 セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック

標準的な標準的な標準的な標準的な
到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）

最低限必要な最低限必要な最低限必要な最低限必要な
到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）

流れの現象を正
しく理解でき、現
象を数式で表現
することができ
る。

定期試験によっ
て評価する。

流れの中の微小
要素について、
質量及びエネル
ギー保存に関す
る図を描くことが
でき、それを用い
て保存則に関す
る方程式を導出
することができ
る。

流れの中の微小
要素について、
質量及びエネル
ギー保存に関す
る方程式を導出
することができ
る。

流れに関する方
程式を利用して、
特別な流れに対
する速度分布等
の式を導出する
ことができる。

科目目標科目目標科目目標科目目標
【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】

現象を本質的に系統立てて、理論的に取り扱うための基本的な知識を習得する。
境界層、はく離、後流など、流れの中に置かれた物体の周りで生じる現象を説明できる。
流れの中の物体に作用する抗力および揚力について説明できる。
抗力係数および揚力係数を用いて、抗力および揚力を計算できる。
【V-A-4】流体の性質、流体の静止状態および運動状態での力学、熱の基本法則、熱的諸量の求め方、
伝熱現象などを理解し、熱流体機器を設計・製作・使用できる。

総合評価総合評価総合評価総合評価
中間試験、期末試験を80％、単元ごとの演習問題やレポートを20％として評価し、60％以上にて単位を
認定する。

科科科科
目目目目
達達達達
成成成成
度度度度
目目目目
標標標標

目標目標目標目標
割合割合割合割合

科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標
達成度目標の達成度目標の達成度目標の達成度目標の

評価方法評価方法評価方法評価方法

ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリック

理想的な理想的な理想的な理想的な
到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）

授業中に示され
た基礎式や理論
式の導出等を自
発的に行う能力
を身につける。

定期試験及びレ
ポートにより評価
する。

式の導出過程を
理解し、複数の
式を組み合わせ
た活用ができる。

式変形を行い、
状況に応じた式
活用ができる。

計算に必要な式
を利用することが
できる。

与えられた様々
な条件から問題
解決に必要な条
件を見出し、正確
な解答および的
確な説明を行え
る能力を身につ
ける。

定期試験により
評価する。

科目名科目名科目名科目名 流体工学特論
英文表記英文表記英文表記英文表記 Advanced Fluid Engineering 平成29年2月28日

科目コード科目コード科目コード科目コード 6118

創造システム工学専攻・機械システム工学コー 選 学修 2単位 講義 前期

教員名：　教員名：　教員名：　教員名：　眞喜志治、麻生茂
作成

技術職員名：技術職員名：技術職員名：技術職員名：
対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース 必・選必・選必・選必・選 履修・学修履修・学修履修・学修履修・学修 単位数単位数単位数単位数 授業形態授業形態授業形態授業形態 授業期間授業期間授業期間授業期間
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学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

備考欄備考欄備考欄備考欄
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は微積分Ⅱ（3年）、熱工学（4年）、流体工学（4年）である。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標を【】内の記号・番号で
示す。
（航空技術者プログラム）
・　【航】は航空技術者プログラムの対応項目であることを意味する。
（学位審査基準の要件による分類・適用）
専攻の区分：機械工学，適用：A群 流体工学に関する科目

学習内容に関するレポートを課す 各３時間×４回
中間試験相当とするレポートを課す ２４時間×１回
期末試験対応 ２４時間×１回

学習時間合計学習時間合計学習時間合計学習時間合計 実時間実時間実時間実時間 22.522.522.522.5

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間

圧縮性流れ（２）
垂直衝撃波、斜め衝撃波、プラントルマイヤー流れに
ついて学ぶ【航】

授業内容の復習

期末試験

3次元翼の空気力学 3次元翼の空力特性について学ぶ【航】 授業内容の復習

圧縮性流れ（１） マッハ数、ノズル流れについて学ぶ【航】 授業内容の復習

授業内容の復習

2次元翼の空気力学（２） 翼型の空力特性について学ぶ【航】 授業内容の復習

    非圧縮性流れ（2） 複素速度ポテンシャルについて学ぶ【航】 授業内容の復習

    非圧縮性流れ（3） 等角写像、円柱周りの流れ、翼型周りの流れについて学ぶ【航】 授業内容の復習

粘性流体の流れ(２)

層流の速度分布(平行平板間、円管内)について学ぶ
【V-A-4：4-1】層流と乱流の違いを説明できる
【V-A-4：4-3】円管内層流および円管内乱流の速度分布を説明できる
【V-A-4：4-4】ハーゲン・ポアズイユの法則を説明できる

授業内容の復習

粘性流体の流れ(３)
乱流の速度分布について学ぶ
【V-A-4：4-1】層流と乱流の違いを説明できる
【V-A-4：4-3】円管内層流および円管内乱流の速度分布を説明できる

授業内容の復習

粘性流体の流れ(４)

境界層(境界層の生成、運動方程式)について学ぶ
【航】
【V-A-4：5-1】境界層、はく離、後流など流れの中に置かれた物体周で生
じる現象を説明できる

授業内容の復習

抗力と揚力(３)
物体に働く力(平板の抗力、揚力)について学ぶ(その２)
【航】
【V-A-4：5-4】揚力係数を用いて揚力を計算できる

授業内容の復習

    非圧縮性流れ（１）
流れ関数、円柱や球周りの3次元流れについて学ぶ
【航】

授業内容の復習

抗力と揚力(１)
物体まわりの流れについて学ぶ 【航】
【V-A-4：5-2】流れの中の物体に作用する抗力および揚力について説明
できる

授業内容の復習

抗力と揚力(２)
物体に働く力(抗力係数、円柱の抗力、球の抗力)につ
いて学ぶ(その１) 【航】
【V-A-4：5-3】抗力係数を用いて抗力を計算できる

授業内容の復習

    2次元翼の空気力学（１） 翼型の揚力とモーメントについて学ぶ【航】

授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容
自学自習自学自習自学自習自学自習

（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容

粘性流体の流れ(１) 連続の式、ナビエ-ストークスの方程式について学ぶ 授業内容の復習


